






















＜食品栄養学科＞

　栄養教諭一種免許状

各段階における到達目標

年次 時期

前期

後期

①将来ぜひ教師になりたいという使命感を養う。
②現代社会における教職の重要性の高まりを背景に、教職の意義、教員の役割・資質
能力・職務内容について身に付け、さらに適性を判断し、進路選択に資する教職の在り
方を理解する。
③特別な支援を必要とする幼児、児童及び生徒の学習上又は生活上の困難を理解し、
そのための指導・支援を行うための基礎的知識を扱う。主たる障害についての特性を理
解して自分のことばで表現できる。
④主たる障害についての特性を理解し、それらを踏まえての実際的な指導についての
基礎的事項を自分のことばで表現できる。
⑤特別支援の視点を取り入れた教育についての基礎的事項を自分のことばで表現でき
る。

前期

①教育活動における心理学の果たす役割を理解するとともに、教育心理学の基礎的知
識を身につけ、実践においてどのように活用するかといった点について，考察を深めるこ
とができる。
②学習指導要領を基にして編成する教育課程のもつ意義が理解できる。
③理論的・実践的な資質を培うことで，学校種，地域や生徒の実態に応じた教育課程を
編成することができる。
④教科や学年を横断するカリキュラムの在り方を理解し，カリキュラム・マネジメントの手
法が獲得できる。
⑤ＩＣＴの活用方法と利用上の課題を理解した上で，生徒に指導することができる。

後期

①教育に関する理念や、教育の歴史および思想についての理解を深めることにより、さ
まざまな教育の問題を考えることができる力を養う。
②道徳の意義や原理等を踏まえ、学校における道徳教育及びその要となる道徳科の目
標や内容を理解する。また、教材研究、学習指導案の作成、模擬授業等を通して、実践
的な指導力を身に付け、自分なりの道徳教育の構想とその具体案を示すことができる。
③総合的な学習（探究）の時間の意義と原理を理解し、各学校における全体指導計画、
年間計画、指導案作成の基本的な考え方を理解するとともに、評価・改善の在り方を身
に付け表現できる。
④特別活動の意義や目標及び内容を理解し、指導の際に必要な知識や実践的指導力
を身に付け表現できる。
⑤介護等体験の意義を理解し、積極的に体験に臨む姿勢を身に付ける。
⑥障害のある児童生徒や社会福祉施設の利用者等の特性を理解し、説明することがで
きる。
⑦ノーマライゼーションやインクルージョンの理念に沿って、障害のある児童生徒や高齢
者等のニーズに応じた関わり方を考えることができる。

前期

①学校を組織として機能させるための基本的な法令の知識並びに学校を取り巻く地域
及び児童・生徒・教師の実態等を理解し，実践力を身につけることができる。
②中等教育教員に求められる「教育の方法及び技術」ならびに「情報通信技術を活用し
た教育の理論及び方法」の基本を習得する。学習指導をめぐる理論・実践史等を学ぶこ
とで見識を深めるとともに，授業づくりにおける「読解力（学習指導案から授業をイメージ
し，その良さと課題を言語化する力）」，「構想力（教科学習に係る生徒の実態を踏まえた
教材研究と単元構想ができる力）」，「展開力（自らの構想した学習指導案に基づいて授
業を実践する力）」，「評価力（生徒の学習活動を評価するととともに，自他の授業の良さ
や課題を言語化できる力）」を高めることを目指す。具体的には次の３点を重視する。
③確かな学力（生きる力）を育成する学習指導の基礎基本を理解する。
④学習指導やICT利活用をめぐる様々な理論・実践を理解して見識を深め，基本的な指
導技術を身につける。
⑤現代的教育課題を踏まえた学習指導の必要を理解する。
⑥体験を通して個人の尊厳及び社会連帯の理念の認識を深め説明することができる。
⑦体験で関わる相手に配慮したコミュニケーションを図ることができる。
⑧体験後の成果と課題を明らかにして述べることができる。

 

後期

①学校給食の意義と役割を理解し、栄養教諭の職務を述べることができる。
②食に関する指導の全体計画や各教科等における指導の内容が説明できる。
③児童生徒の発達段階に応じた食に関する指導の必要性と課題を説明できる。
④児童・生徒の発達段階に応じた学習指導案を作成し、授業を工夫することができる。

①学校教育活動全体を通して行われる生徒指導，進路指導及びキャリア教育の実践課
題について考察を深めるとともに，他の教職員や関係機関と連携を図りながら組織的に
生徒指導，進路指導及びキャリア教育を進めていくために必要な知識・技能や素養を身
につける。
②教育相談の意義と課題を理解し、説明できる。
③学校現場に生じる問題の背景にある心理メカニズムを理解し、これを活用した働きか
けができる。
④全ての生徒を対象とした進路指導・キャリア教育上の課題に向き合うための教育相談
の在り方を理解し説明できる。
⑤個別の課題に向き合うための教育相談の方法とその際に必要な組織的な取り組み
や、家庭、地域、専門機関との連携を考え、説明できる。

前期

①教育実習生として遵守すべき義務等について理解し，その責任を自覚したうえで意欲
的に教育実習に参加することができる。
②教育実習を通して得られた知識と経験をふりかえり，教員免許取得までにさらに習得
することが必要な知識や技能等を理解し，記述することが出来る。
③児童・生徒との関わりを通して実態や課題を把握するとともに，指導教員等の実施す
る授業をおいては視点を持って観察し，事実に即して記録することができる。
④教育実習校の学校経営方針及び特色ある教育活動並びに組織体制を理解し，学級
担任及び教科担任等の補助的な役割を担うことができる。
⑤児童・生徒の実態及び学習指導要領を踏まえた適切な学習指導案を作成し，学習指
導に必要な基礎的技術を実地に即して身に付けるとともに，ICTを活用して授業を実践
することができる。
⑥学級担任の役割と職務内容を実地に即して理解し，教科指導以外の様々な場面で適
切に生徒と関わることができる。

後期
①教職課程における学びをふりかえり，教員として必要な知識・技能の習得について自
己を見つめ，学びの成果と今後の課題を明確に表現することができる。

４年
次

履修年次
栄養に係る教育に関する科目

教育の基礎的理解に関する科目等
大学が独自に設定する科目
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